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工 場 見 学 記

明治製菓大阪工場京都分工場を見学 して

短食ニ ノニ 森 下 ミ サ 子

 師走の12月12日 私達2組 一一行はカゴメソース,明 治

製菓のビスケッ ト工場を見学 して最後に神足の明治キ

ヤラメル工場を訪ねた。この工場は明治 ビスケッ ト工

場に くらべて小規模であるが,一 番親 しみのあ るお菓

子 クリームキヤラメル,チ ヨコレーキヤラメル,パ タ

ーキヤ ラメルの三つのキヤラメルその他フルーツヌリ

・一も造つている。最近のキヤラメルにはVitamin Bi

B2 C等 も添加 されている。キヤラメルの製造原料の

種類は多 く,又 各個の原料処理法 も複雑であ り,製 造

も自らそれが異なつて来 るか ら,キ ヤンデ0は 極めて

種類が多 くなつて来 る。

 尚キヤンデー類の煮詰温度は季節によ り加減 しなけ

ればな らない。

 ミル クキヤラメルの原料配合の一例 として

〔例1〕 砂糖100 飴 80 バター7  ミル ク180

〔例2〕 砂糖100飴]30煉 乳80バ ター7小 麦粉7

近時のキヤラメルは飴とその%位 の砂糖 とで作つた も

のが多い。キヤラメル類に於いては砂糖 と水飴の割合

が極めて重要で砂糖の割合が大となるに従い時間の経

過 と共に砂糖結晶の析出即ち 「もどる」結果 となる。

次に製造工程は次の様であ ります。

(1)仕 込槽 水飴は固まつているので,お 湯で温めて

 溶か して ミル ク,バ ター,澱 粉,砂 糖等を加えます。

(2)混 合槽に入れ約800Cに 加熱して充分撹拝混和 し

 ます,

(3)蜜 受槽 混合 した ものを貯えて置き,ポ ンプで一

 定量宛,次 の真空煮詰釜へ送 ります。

(4)真 空煮詰釜 送られて来た蜜を密閉 した真空鍋で

 低温で煮詰めます。低温で煮 ますか らmilk, Butt-

 er等 の栄養分がそのまま残 ります。 香料 もここで

 入れます。

(5)冷 却盤 煮上つた飴を この上に薄 く流 して厚鉄板

 の下か ら水で冷します。(35。 ～40。に冷却)

(6)ロ ーカル機 丁度 よい硬 さに冷えた所を一定の厚

 さに延 して表面に筋 「1を付けます。この筋 目を付け

 る理由は形が くずれ難い とい う事 と紙にひつつ き難

 い とい う理由か ら付け るのです。

(7)切 断機 自動的に縦 と横 に切断 してキヤラメルの

 大 きさに します。

(8)節 機 切断した ものを自動飾機にかけて屑や形の

 悪いものを除 きます。 くずあめの事を「キユウスケ」

 と呼び,も う…度溶か して用い ます。

(9) 自動包装機 一粒ずつ自動的に蝋引紙に包まれて

 二列に並んで出て来るのをサックに入れ ます。

⑩ 検量及封紙貼 サ ックに詰め られたキヤラメルは

 全部 目方を計つた上,封 紙を貼つて30コ ずつ袋につ

 めます。最後にキヤラメルの製造に於いては冷却の

 温度に注意を払わねばなならない。即ち冷却の不充



 .・

 分なものをロールにかければ放置中に薄 くな り且つ

 形が崩れる。又冷却し過 ぎたものは硬化 してmラ

 にかけた場合亀裂を生ず る恐れがあるのです。成分

 上か らいえば甘蘇糖が40%以 下 となれば 「流れ」易

 く,還 元糖が全糖の%よ りも少い と 「戻 り」の現象

 を見 るといわれています。砂糖はキヤンデーの主要

 原料であるが,砂 糖のみではキヤンデーの出来ない

 理由としては次の如 く考え られ ます。

(1)砂 糖のみを加熱 して固めても永 くお くといわゆる

 「もどる」現象が起 り元の砂糖に還 る事が多い。

(2)砂 糖のみでは風味が単調に過 ぎる。

(3)砂 糖のみの製品は脆過ぎる欠点がある。従つてキ

 ヤンデー類には砂糖以外に各種の原料を配して外観

 も賑やかに風味 も複雑 とするのである。キヤンデー

 に水飴を用いる理由としては

(1)キ ヤンデー中の砂糖の 「もどり」を防止す る。即
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 ち耐久性を与える。

(2)キ ヤンデーに粘稠性を与 える。

(3)キ ヤンデーの色沢をよ くす る事

(4)風 味を よくする。

(5)砂 糖 よりも飴の値段の安い場合は,飴 を用いる事

 に より製品の価格を上げ る事が出来 る。 しか し飴を

 用いる為に吸湿性が増 し粘 さを増す。従つて包装が

 要るのです。又形が崩れ るし耐久性が無 くなるので

 す。

 尚この会社に於いてはオー トメーシヨン化 とは また

縁遠い流れ作業的な力法であ るとい う感 じを受けた。

香港,中 華民国へ も…時は輸出 されたが今は需要が下

火になつているそ うである。近 き将来当ユ揚 もオー ト

メーシヨン化 され,キ ヤラメルに一層の研究がなされ

ん事を1iり なが ら辞 した。


